秘　密　保　持　協　定
　苫小牧港管理組合（以下、発注者という。）と
（以下、受注者という。）とは、「苫小牧港重要国際埠頭施設警備業務」（以下「業務」という。）の入札にあたり、秘密保持等について次のとおり協定する。
（定義）
第１条　本協定における「秘密情報」とは、発注者から受注者に、媒体及び手段を問わず開示された業務に関する設計書、仕様書、図面等の情報のうち、次に掲げるものを除いたすべてのものをいう。
　ア　発注者から開示を受ける前に、すでに公知であるもの
　イ　発注者から開示を受けた後に、自らの責によらず公知となったもの
　ウ　発注者から開示を受ける前に、すでに自らが所有していたもので、かかる事実が立証できるもの
　エ　正当な権限を有する第三者から秘密保持の義務を伴わずに取得したもの
　オ　発注者から開示を受けた情報に依存することなく独自に得た情報で、かかる事実が立証できるもの
（秘密情報の漏洩の禁止）
第２条　受注者は、発注者から開示された秘密情報を、書面による発注者の事前の同意なく、第三者に開示または漏洩してはならない。
（秘密情報の目的外使用の禁止）
第３条　受注者は、発注者から開示された秘密情報を、書面による発注者の事前の同意なく、本入札以外の目的のために使用してはならない。
（情報の返却・廃棄）
第４条　受注者は、本入札が終了した場合又は発注者から要求があった場合は、発注者から開示された秘密情報を、発注者の指示に基づき、複製を含めて返却又は廃棄し、以後いかなる形態にても保有しないものとする。
（有効期限）
第５条　本協定の有効期限は、協定締結の日から入札終了の日までとする。ただし、第２条の規定は本協定の有効期限満了後もなお当該秘密情報が公知となるまで有効とする。
（協議事項）
第６条　本協定に定めのない事項及び疑義が生じた場合には、その都度発注者と受注者が協議して決定する。
本協定の証として、本書２通を作成し、発注者と受注者双方が記名捺印の上、各１通を保管する。
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